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島
根
県
神
道
青
年
協
議
会
（
会
長　

野
上
郁

子
）
主
催
に
よ
る
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
が
二

月
二
十
一
日
神
社
庁
神
殿
で
斎
行
さ
れ
た
。

　
　
　

島
根
県
神
道
青
年
協
議
会

副
会
長　

巨
勢
佳
史

　

二
月
二
十
一
日
（
日
）、
島
根
県
神
道
青
年

協
議
会
（
会
長　

野
上
郁
子
）
主
催
、
神
道
政

治
連
盟
島
根
県
本
部
青
年
隊
（
隊
長　

巨
勢
佳

史
）
の
共
催
に
よ
り
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
が

神
社
庁
神
殿
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
た
。
本
年

で
十
四
回
目
と
な
る
こ
の
祈
願
祭
は
、
竹
島
の

領
有
権
回
復
と
平
和
的
な
解
決
を
願
い
、
竹
島

の
日
に
合
わ
せ
毎
年
斎
行
し
て
い
る
。
今
年
は

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
現
状
の
な
か
で

は
あ
っ
た
が
万
全
な
対
策
を
と
り
、
神
社
庁
役

員
、
支
部
長
を
は
じ
め
、
神
社
総
代
会
、
神
社

庁
指
定
団
体
、
神
政
連
出
雲
市
議
会
議
員
連
絡

竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭

協
議
会
、
日
本
会
議
島
根
の
各
会
長
な
ど
、
多

く
の
参
列
者
の
も
と
、
厳
粛
な
祭
典
と
な
っ
た
。

　

島
根
県
神
道
青
年
協
議
会
並
び
に
神
道
政
治

連
盟
島
根
県
本
部
青
年
隊
で
は
竹
島
は
日
本
固

有
の
領
土
で
あ
る
と
い
う
意
識
昂
揚
を
目
的
に

竹
島
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
作
成
し

県
内
神
社
、
青
年
会
議
所
等
を
始
め
、
県
外
の

青
年
神
職
会
に
配
布
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
竹

島
の
日
記
念
式
典
の
資
料
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
入

れ
て
も
ら
い
、

よ
り
多
く
の

人
に
行
渡
る

よ
う
に
し
た
。

　

今
年
の
竹

島
の
日
を
前

に
、
竹
島
を

日
本
名
表
記

さ
れ
て
い
る

米
国
の
海
図

が
見
つ
か
っ

た
が
、
改
め

て
国
内
外
の

人
に
日
本
側

の
主
張
が
正
し
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
祭
典
奉
仕
者

　
　

祭
　
主　

巨
勢　

佳
史　
（
飯
石
支
部
）

　

　
祭
　
員　

安
達　

和
巳　
（
松
江
支
部
）

　
　

祭
　
員　

池
田　

朋
史　
（
飯
石
支
部
）

　

　
奏
　
楽　

三
戸　

太
貴　
（
飯
石
支
部
）

　
　

奏
　
楽　

宮
川　

龍
哉　
（
大
原
支
部
）

　
　
典
　
儀　

富
永　

啓
嗣　
（
邑
智
支
部
）
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祭
典
奉
仕
者

　
　

斎
　
主　

尾
崎　

靖
記
（
浜
田
）

　
　

祭
　
員　

﨏
畑
雄
一
郎
（
益
田
）

　
　

奏
　
楽　

牛
尾　
　

充
（
浜
田
）

　
　

奏
　
楽　

牛
尾　

禎
竝
（
浜
田
）

　

一
月
二
十
三
日
に
支

部
祭
式
助
教
研
修
会
が

神
社
庁
で
開
催
さ
れ
た
。

　

牛
尾
充
、
今
井
昭
紀

両
県
祭
式
講
師
、
金
築

知
宏
、
森
眞
史
、
野
上

郁
子
県
祭
式
助
教
の
指

導
の
下
、
十
名
の
支
部

祭
式
助
教
並
び
に
候
補

者
が
一
日
研
修
を
修
了

し
た
。 支

部
祭
式
助
教
研
修
会

新　

年　

祭

　

神
社
庁
新
年
祭

が
一
月
二
十
七
日

に
斎
行
さ
れ
た
。

⻆
河
庁
長
を
始
め

役
員
、
支
部
長
、

関
係
者
の
参
列
が

あ
っ
た
。
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祈
年
祭
・
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭

　

二
月
二
十
四
日
神
社
庁
神
殿
に
お
い
て
祈
年

祭
併
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭
が
⻆
河
庁

長
外
役
員
支
部
長
参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
た
。

　

祭
典
奉
仕
者

　
　

斎
　
主　

横
山　

陽
之
（
八
束
）

　
　

祭
　
員　

秦　
　

崇
弘
（
八
束
）

　
　

祭
　
員　

岸　
　
　

治
（
八
束
）

　
　

奏
　
楽　

幡
垣　

俊
輔
（
八
束
）

　
　

奏
　
楽　

石
橋　

淳
一
（
八
束
）

　
　

典
　
儀　

牛
尾　
　

充
（
祭
祀
委
員
長
）

令和２年度　神宮大麻及暦頒布実績表

項目
支部

大　　　　麻
大麻
頒布率

過去３年の推移

前年比

暦

大　麻
（ふるさと便） 中大麻 大大麻 合計 平成

29年度
平成
30年度

令和
元年度 暦 大暦

松 江 8,693 （0） 118 65 8,876 14.0% 9,528 9,457 9,530 △ 654 0 3

八 束 9,368 （33） 590 338 10,296 53.6% 10,834 10,568 10,441 △ 145 14 5

能 義 2,341 （116） 245 41 2,627 71.2% 2,756 2,720 2,690 △ 63 24 1

安 来 4,078 （161） 66 0 4,144 45.6% 4,236 4,232 4,212 △ 68 11 1

仁 多 3,526 （334） 40 18 3,584 80.5% 3,876 3,809 3,708 △ 124 1 0

大 原 8,669 （206） 91 37 8,797 109.4% 9,187 9,135 9,051 △ 254 501 1

飯 石 5,262 （366） 2 5 5,269 76.4% 5,563 5,457 5,391 △ 122 47 1

出雲大社 769 （4） 0 31 800 133.3% 856 837 804 △ 4 0 0

簸 川 8,416 （52） 13 27 8,456 51.5% 8,806 8,729 8,598 △ 142 27 0

出 雲 14,780 （337） 231 72 15,083 35.7% 15,876 16,026 15,841 △ 758 85 0

大 田 6,078 （84） 32 8 6,118 45.1% 6,475 6,486 6,371 △ 253 0 0

邑 智 5,719 （0） 29 6 5,754 67.2% 6,412 6,163 5,992 △ 238 21 0

那 賀 3,229 （0） 363 15 3,607 59.5% 3,880 3,909 3,853 △ 246 18 2

江 津 3,741 （300） 33 0 3,774 45.7% 3,861 4,055 4,015 △ 241 0 0

浜 田 5,696 （70） 139 7 5,842 31.9% 6,106 6,089 6,054 △ 212 52 0

益 田 8,265 （23） 857 189 9,311 49.1% 10,008 9,865 9,705 △ 394 29 1

鹿 足 2,850 （34） 481 77 3,408 55.9% 3,595 3,560 3,481 △ 73 7 2

島 前 1,385 （0） 5 1 1,391 48.5% 1,556 1,541 1,531 △ 140 5 3

島 後 3,517 （61） 16 3 3,536 57.0% 3,730 3,691 3,650 △ 114 3 1

その他 0 （0） 0 0 40 4 0 0 0

計 106,382（2181） 3,351 940 110,673 42.0% 117,181 116,333 114,918 △ 4,245 845 21
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令
和
二
年
度
初
任
神

職
研
修
を
神
社
庁
を

会
場
に
二
月
十
三
日
、

十
四
日
、
四
月
十
日
、

十
一
日
の
四
日
間
で
開

催
し
、
研
修
生
八
名
が

研
修
を
修
了
し
た
。

※	聴	は聴講生

研修生名簿

氏　　名 支 部

古瀬　貴一 大 原

新　　吉博 出雲大社

熊野　博元 出雲大社

錦田　寛史 簸 川

江角　　恵 出 雲

花田久美子 出 雲

有村康太郎 鹿 足

八幡　洋公 島 後

聴	古瀬光憲 大 原

 

謝  

辞
令
和
二
年
度
初
任
神
職
研
修
修
了
生
を
代
表
し
、
一

言
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

此
の
度
の
研
修
会
は
、
二
月
と
四
月
の
二
回
に
わ
た
り

実
施
さ
れ
、
研
修
生
八
名
、
聴
講
生
一
名
の
計
九
名
が
参

加
致
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
宿
泊
を
伴
わ
な
い
変
則
的
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
が
、
本
日
を
以
て
無
事
に
閉
講
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
受
講
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
私
が
学

生
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
や
は
じ
め
て
お
目
に
か
か

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
出
雲
大
社
正

式
参
拝
の
際
に
は
緊
張
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
研
修

が
始
ま
る
と
、
年
齢
や
立
場
を
超
え
て
、
同
じ
志
を
持
つ

神
職
と
し
て
話
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
研
修
を
通
じ
て
受
講
生
の
皆
様
と
交
流
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
の
は
、
初
任
神
職
で
あ
る
私
共
に
と
り
ま

し
て
大
切
な
絆
・
繋
が
り
に
な
り
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
全
七
科
目
を
受
講
致
し
ま
し
た
。
初
任

研
修
と
い
う
こ
と
で
科
目
も
基
礎
に
重
き
が
お
か
れ
て
お

り
、
神
職
と
な
っ
て
改
め
て
基
礎
・
基
本
を
学
べ
ま
し
た

こ
と
は
、
誠
に
有
難
く
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
で
も
祭
祀
関
係
実
技
に
お
い
て
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内

に
自
身
に
付
い
た
癖
を
講
師
の
皆
様
か
ら
修
正
戴
い
た
こ

と
が
、
深
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
勉
強
を
し
て

出
来
た
つ
も
り
で
い
て
も
、
こ
う
し
て
研
修
等
を
通
じ
て

先
達
か
ら
ご
指
導
を
賜
り
、
研
修
生
と
意
見
を
交
わ
し

て
、
自
ら
を
正
し
い
方
向
へ
修
正
し
て
い
く
こ
と
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
奉
務
神

社
に
て
奉
仕
す
る
際
の
糧
と
し
て
、
日
日
研
鑽
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
講
義
に
て
ご
指
導
戴
き
ま

し
た
講
師
の
先
生
方
、
並
び
に
研
修
の
場
を
設
け
て
く
だ

さ
っ
た
神
社
庁
の
皆
様
方
へ
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
お
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
三
年
四
月
十
一日

　
　
　
　

修
了
生
代
表　

有
村
康
太
郎

初
任
神
職
研
修
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発
令
年
月
日
順
で
掲
載

　
　
　
　
　
令
和
二
年
九
月
十
日
付

物

部

神

社　

祢
宜　

　

村　

田　

有　

郷
（
大
田
）

龍

神

社　

宮
司

　

山　

崎　

一　

夫
（
簸
川
）

飯

田

神

社　

宮
司

　

米　

澤　

壽　

重
（
島
後
）

　
　
　
　
　
令
和
二
年
九
月
十
日
付

八

幡

宮　

祢
宜

　

福　

島　

靖　

史
（
安
来
）

小

田

神

社　

宮
司

　

松　

尾　

充　

晶
（
簸
川
）

　
　
　
　
　
令
和
三
年
二
月
三
日
付

須

佐

神

社　

宮
司

　

須　

佐　

建　

紀
（
飯
石
）

　
　
　
　
　

令
和
三
年
二
月
二
十
日
付

加
茂
志
神
社　

宮
司

　

宮　

川　

康　

秀
（
松
江
）

狩
山
八
幡
宮　

祢
宜

　

晴　

木　

邦　

幸
（
大
原
）

　
　
　
　
　
令
和
三
年
三
月
一
日
付

八

幡

宮　

宮
司

　

篠　

田　

範　

雅
（
益
田
）

　
　
　
　
　
令
和
三
年
三
月
一
日
付

八

幡

宮　

宮
司

　

篠　

田　

範　

雅
（
益
田
）

　
　
　
　
　

令
和
三
年
三
月
十
日
付

佐

玉

神

社　

宮
司

　

長　

妻　

和　

夫
（
大
原
）

神

職

身

分

昇

級

二
級
上

一　

級

二
級
上

特　

級

二　

級

二　

級

　

令
和
三
年
二
月
三
日
付

第
二
条
二
号

須　

佐　

神　

社　

宮
司

　

須　

佐　

建　

紀
（
飯
石
）

第
三
条
二
号

大　

原　

神　

社　

宮
司

　

後　

藤　

和　

彦
（
仁
多
）

那
賣
佐
神
社　

宮
司

　

武　

田　

敦　

隆
（
出
雲
）

岩　

根　

神　

社　

宮
司

　

二　

宮　

正　

巳
（
江
津
）

第
三
条
三
号

金
屋
子
神
社　

役
員

　

石　

橋　
　
　

誠
（
能
義
）

新　

宮　

神　

社　

役
員

　

松　

﨑　

正　

芳
（
仁
多
）

嚴　

島　

神　

社　

役
員

　

安　

田　

達　

司
（
邑
智
）

功

績

表

彰

神

職

階

位

昇

階

浄　

階
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令
和
三
年　

神
職
養
成
階
位
検
定
講
習
会
開
催
要
綱

【
主　
　

催
】　

島
根
県
神
社
庁

【
開
講
階
位
・
期
間
】

権
正
階
（
甲
）　

令
和
三
年
八
月　

二
日
（
月
）

～
八
月　

十
四
日
（
土
）

権
正
階
（
乙
）
令
和
三
年
八
月
十
七
日
（
火
）

～
八
月
二
十
九
日
（
日
）

直　

階
（
甲
）　

令
和
三
年
八
月　

二
日
（
月
）

～
八
月　

十
四
日
（
土
）

直　

階
（
乙
）
令
和
三
年
八
月
十
七
日
（
火
）

～
八
月
二
十
九
日
（
日
）

【
開
催
場
所
】　
『
島
根
県
神
社
庁
』

　

島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六
番
地

【
出
願
条
件
】

権
正
階
…
直
階
を
有
し
年
齢
満
十
八
歳
以
上
の
者

直　

階
…
高
等
学
校
以
上
の
学
校
卒
業
者
又
は
こ

れ
に
準
ず
る
学
力
を
有
す
る
者
で
、
主

催
者
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
者

※
権
正
階
・
直
階
共
に
三
〇
分
程
度
の
正
座
が
で

き
る
者

※
分
割
受
講
に
つ
い
て

　

当
庁
で
は
権
正
階
・
直
階
共
に
甲
・
乙
課
程
を

分
割
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
但
し
、
全

課
程
（
甲
・
乙
）
を
権
正
階
は
三
年
、
直
階
は

二
年
以
内
に
修
了
出
来
る
者
に
限
り
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

　

権
正
階
十
五
名
・
直
階
十
五
名　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か

ら
人
数
制
限
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
受
講
希
望

者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
、
入
所
選
考
を
行
い

ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

※
分
割
受
講
中
の
者
及
び
県
内
在
住
者
（
ま
た
は

県
内
奉
職
予
定
者
）
を
優
先
的
に
選
考
す
る
。

【
受
講
料
】

権
正
階
（
甲
・
乙
課
程
）　

各　

七
五
、〇
〇
〇
円

直　

階
（
甲
・
乙
課
程
）　

各　

七
〇
、〇
〇
〇
円

※
全
課
程
受
講
し
た
場
合

権
正
階
　
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

直
　
階
　
一
四
〇
、〇
〇
〇
円

※
県
内
の
受
講
生
に
つ
い
て
は
、
甲
・
乙
各

一
〇
、〇
〇
〇
円
の
助
成
を
す
る
。

※
そ
の
他
、
禊
実
習
費
、
社
頭
学
習
費
含
む
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
よ

り
、
本
年
は
合
宿
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
出
願
手
続
】

①
受
講
申
請
書

※
必
ず
顔
写
真
貼
付
、
推
薦
欄
に
は
奉
職
予
定
神

社
宮
司
の
推
薦
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

②
履
歴
書
（
市
販
履
歴
書
可
）

③
書
籍
申
込
書

④
受
講
資
格
証
明
書
類

・
権
正
階
…
直
階
階
位
證
写
し

・
直　

階
…
高
等
学
校
以
上
の
最
終
学
歴
卒
業
証

明
書
写
し
（
又
は
卒
業
証
書
写
し
）

⑤
返
信
用
封
筒

※
角
形
３
号
封
筒
（
Ｂ
５
版
）
に
自
分
の
住
所･

氏
名
を
表
記
し
、
二
五
〇
円
切
手
を
貼
付
し
て

下
さ
い
。

⑥
推
薦
書
（
当
該
都
道
府
県
神
社
庁
長
及
び
支
部

長
用
）

※
支
部
長
が
『
推
薦
の
事
由
』
に
記
載
し
た
上
で

署
名
、
押
印
願
い
ま
す
。

　

六
月
十
四
日
ま
で
に
支
部
経
由
（
他
県
は
神
社

庁
経
由
）
に
て
島
根
県
神
社
庁
必
着
。

※
期
限
を
過
ぎ
た
申
し
込
み
は
、
受
講
許
可
通
知

の
発
送
期
日
等
に
影
響
し
、
全
て
の
受
講
生
に

迷
惑
が
及
び
ま
す
の
で
締
切
厳
守
願
い
ま
す
。

【
宿　
　

泊
】

　

神
社
庁
に
は
宿
泊
施
設
が
無
い
た
め
通
講
制
で

の
講
習
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
手
配
願
い
ま
す
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
出
雲
市
内
の
ホ
テ
ル
を
紹
介

致
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
神
社
庁
ま
で
ご
連
絡

く
だ
い
。

【
そ
の
他
】

・
申
込
書
類
は
、
不
備
が
あ
れ
ば
再
提
出
を
求
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
長
期
講
習
に
つ
き
、
体
力
に
自
信
の
無
い
方
は
そ

の
点
充
分
に
ご
検
討
の
上
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
よ
り
、

受
講
生
に
は
講
習
会
開
始
前
の
一
定
期
間
、
健
康

観
察
等
を
義
務
づ
け
ま
す
の
で
、
ご
承
知
置
き
く

だ
さ
い
。

・
感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催
形
態
の

変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
分
割
受
講
に
関
す
る
事
、
願
書
請
求
、
そ
の
他

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
島
根
県
神
社
庁

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

１
．提
出
書
類

２
．
申
込
期
限

〒
六
九
九
ー
〇
七
〇
一

　
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六
番
地

　
島
根
県
神
社
庁tel

　
〇
八
五
三-

五
三-

二
一
四
九

fax
　
〇
八
五
三-

五
三-

二
五
八
二
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神

職

任

免

任
免

発
令
月
日

奉
職
神
社
名

鎮
　
座
　
地

本
務
兼
務

職
　
名

氏
　
　
名

任
３
・
２
・
15
賣
布
神
社
松
江
市
和
多
見
町

本
祢

宜
青
戸　

崇
年

任
３
・
３
・
１
山
狭
神
社
安
来
市
広
瀬
町

兼
宮

司
須
山　

修
司

免
３
・
３
・
25
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
主

典
中
野　

克
彦

免
３
・
３
・
31
須
佐
神
社
出
雲
市
佐
田
町

本
権
祢
宜

横
山　
　

猛

任
３
・
４
・
１
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
権
祢
宜

高
木　

秀
輝

任
３
・
４
・
１
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
権
祢
宜

渡
邊　

喬
士

任
３
・
４
・
１
天

満

宮
仁
多
郡
奥
出
雲
町

兼
宮

司
陶
山　

浩
嗣

任
３
・
４
・
１
八

幡

宮
浜
田
市
弥
栄
町

本
祢

宜
寺
本　

義
弘

任
３
・
４
・
15
新
宮
神
社
仁
多
郡
奥
出
雲
町

兼
宮

司
恩
田　

洋
享

任
３
・
４
・
25
惠
曇
神
社
松
江
市
鹿
島
町

本
祢

宜
宮
永　

安
崇

任
３
・
４
・
25
天

満

宮
松
江
市
鹿
島
町

兼
祢

宜
宮
永　

安
崇

免
３
・
４
・
30
熊
野
大
社
松
江
市
八
雲
町

本
権
祢
宜

田
中　

吉
男

（
令
和
３
年
２
月
15
日
～
４
月
30
日
）

１
月
４
日　

御
用
始
祭

１
月
23
日　

支
部
祭
式
助
教
研
修
会
（
研
修
生
10
名
）

１
月
26
日　

正
・
副
庁
長
会

１
月
27
日　

役
員
会

　
　

〃　　
　

新
年
祭　

斎
主　

尾
崎
靖
記
（
八
幡
宮
宮
司
、
浜
田
支
部
）

２
月
13
日　

身
分
昇
級
伝
達
式　

於　

神
社
庁
神
殿
（
⻆
河
庁
長
、
篠
田
副
庁
長

参
列
）

２
月
13
～
14
日　

初
任
神
職
研
修
（
前
期
）（
研
修
生
8
名
、
聴
講
生
1
名
）

２
月
18
～
19
日　

中
国
地
区
神
社
庁
連
絡
会
議　

於　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡

山
（
⻆
河
庁
長
、
忌
部
・
篠
田
副
庁
長
、
金
築
参
事
出
席
）

２
月
21
日　

神
青
協
主
催
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭　

於　

神
社
庁
神
殿
（
篠
田
副

庁
長
参
列
）

２
月
24
日　

祈
年
祭
併
神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭　

斎
主　

横
山
陽
之
（
美

保
神
社
宮
司
、
八
束
支
部
）

庁

務

日

誌
（
令
和
３
年
１
月
～
３
月
）

２
月
24
日　

支
部
長
会

３
月
２
日　

第
５
回
神
社
庁
職
員
研
修
会
（W

eb

会
議
）（
和
田
主
事
出
席
）

３
月
12
日　

身
分
昇
級
伝
達
式　

於　

神
社
庁
神
殿
（
⻆
河
庁
長
出
席
）

３
月
19
日　

神
社
庁
長
会
（W

eb

会
議
）（
⻆
河
庁
長
出
席
）

３
月
21
日　

佐
古
一
洌
大
人
命
一
年
祭
並
び
に
偲
ぶ
会　

於　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
京
都
（
⻆
河
庁
長
参
列
）

３
月
25
日　

浄
階
一
級
証
書
伝
達
式　

於　

太
皷
谷
稲
成
神
社
（
⻆
河
庁
長
、
金

築
参
事
出
席
）

３
月
30
日　

研
修
所
講
師
会
議
並
階
位
検
定
講
習
会
講
師
会
議

　
　

〃　　
　

臨
時
教
化
委
員
会

３
月
31
日　

過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
施
策
指
定
神
社
視
察　

於　

隠
岐
の
島

町
（
忌
部
副
庁
長
、
牛
尾
教
化
委
員
長
、
米
澤
島
後
支
部
長
、
島
後

支
部
吉
田
主
事
、
賀
茂
那
備
神
社
野
津
研
吾
宮
司
、
和
田
主
事
出
席
）

神
社
庁
職
員
異
動

退
　
任

　
録　

事　 
宮み

や  

里ざ
と  

慎し
ん
じ
ろ
う

二
郎
　（
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
）

神 職 帰 幽
鹿
足
郡
吉
賀
町　
　

新
宮
神
社　

宮　

司　

末　

岡　

正　

文

令
和
三
年
三
月
二
十
八
日　

享
年
七
十
七
歳

出
雲
市
西
林
木
町　

伊
努
神
社　

宮　

司　

花　

田　

光　

弘

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日　

享
年
八
十
七
歳

松
江
市
鹿
島
町　
　

佐
太
神
社　

宮　

司　

朝　

山　

芳　

令
和
三
年
四
月
三
日　
　
　
　

享
年
九
十
歳

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

島
根
県
神
社
庁
長　

⻆　

河　

和　

幸
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朝
山
神
社
の
神
迎
祭
と
神
送
祭

令
和
2
年
度
の
旧
暦
10
月
1
日
、
神
迎

祭
が
行
わ
れ
る
朝
山
神
社(

出
雲
市
朝
山
町

１
４
０
４)

を
社
☆
ガ
ー
ル
神
社
巡
り
で
訪

ね
ま
し
た
。

朝
山
神
社
は
標
高
180
ｍ
の
宇う

い

た

き

や

ま

比
多
伎
山
山

頂
に
あ
り
、
出
雲
国
風
土
記 

神
門
郡
、
朝

山
郷
の
条
に
『
郡
家
の
東
南
五
里
五
十
六
歩

の
所
に
あ
る
神
魂
命
の
御
子
、
真ま

た
ま
つ
く
た
ま
の

玉
着
玉
之

邑む

ら

ひ

め

日
女
命
が
鎮
座
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

そ
の
と
き
、
所あ

め
の
し
た
つ
く
ら
し
し
お
お
か
み

造
天
下
大
神
、
大お

お
な
む
ち
の
み
こ
と

穴
持
命
が

娶
り
な
さ
っ
て
、
朝
毎
に
お
通
い
に
な
っ
た
。

だ
か
ら
、
朝
山
と
い
う
。』
と
記
さ
れ
る
お

社
で
す
。
宇
比
多
伎
山
は
風
土
記
に
「
大
神

の
御
屋
」
と
あ
り
、
古
来
よ
り
信
仰
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
は
、
休
日
に
神
迎
祭
が
重
な

る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
た
め
、
境
内
に
は
100

人
ほ
ど
の
参
拝
者
と
メ
デ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

神
事
は
ま
ず
、
拝
殿
で
お
祓
い
を
終
え
た

宮
司
と
神ひ

も
ろ
ぎ籬
を
携
え
た
氏
子
総
代
が
、
境
内

か
ら
鳥
居
の
前
に
設
え
ら
れ
た
祭
壇
ま
で
向

か
わ
れ
、
参
拝
者
が
そ
れ
に
続
き
ま
す
。
鳥

居
の
外
で
神
籬
に
神
様
を
お
迎
え
し
宮
司
と

氏
子
総
代
は
、
神
籬
を
白
い
布
で
囲
み
、
杉

林
の
参
道
を
抜
け
て
境
内
を
ぐ
る
り
と
廻
り

ま
す
。
そ
し
て
八
百
万
の
神
々
が
10
日
間
を

過
ご
さ
れ
る
十
九
社
へ
神
籬
を
遷
さ
れ
、
神

事
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

神
事
の
後
の
境
内
で
は
参
拝
者
に
御お

さ下
が

り
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
希
望
者
は
御
朱
印
を

い
た
だ
き
、
境
内
を
後
に
し
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
毎
年
参
拝
さ
れ
て
い
る
と
い
う
地
元

の
方
が
、
宇
比
多
岐
山
の
展
望
台
を
案
内
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
眼
下
に
は
簸
川
平
野
、

遠
く
に
日
本
海
を
一
望
す
る
気
持
ち
の
良
い

社
☆
ガ
ー
ル
通
信
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所
で
、
穏
や
か
で
た
お
や
か
な
出
雲
の
山
野

の
光
景
に
暫
し
時
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

神
送
祭
は
旧
暦
10
月
10
日
、
も
う
じ
き
師

走
を
迎
え
る
と
は
思
え
な
い
小
春
日
和
の
日

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
お
祭
り

は
、
平
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
社
☆
ガ
ー
ル

メ
ン
バ
ー
２
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
境
内
で

の
宮
司
の
お
祓
い
か
ら
神
事
が
始
ま
り
、
神

様
が
過
ご
さ
れ
た
十
九
社
で
の
祝
詞
奏
上
、

玉
串
拝
礼
と
続
き
、
神
饌
が
下
げ
ら
れ
ま
す
。

神
迎
祭
の
巻
き
戻
し
を
見
て
い
る
よ
う
で
す
。

白
布
で
覆
わ
れ
た
神
籬
は
、
次
に
お
い
で
に

な
る
稲
佐
の
浜
に
向
け
て
、
お
迎
え
さ
れ
た

と
き
と
同
じ
神
社
の
入
口
ま
で
運
ば
れ
ま
し

た
。
秋
の
穏
や
か
な
夕
暮
れ
そ
の
も
の
の
よ

う
な
温
か
な
神
送
祭
で
し
た
。

朝
山
神
社
で
の
神
迎
祭
は
、『
種た

な
ぐ
み
さ
い

組
祭
』

と
い
う
翌
年
の
稲
の
品
定
め
を
行
っ
て
い
た

風
習
が
始
ま
り
と
の
こ
と
。
出
雲
地
域
に
あ

る
他
の
神
社
で
の
神
在
祭
の
発
祥
に
も
興
味

が
湧
い
た
参
拝
と
な
り
ま
し
た
。

一
昨
年
末
に
中
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
未
だ
止
ま
る
事
を
知
ら
ず
、

今
や
世
界
中
に
拡
大
し
、
我
が
国
で
も
そ
の
影
響

は
甚
大
で
あ
る
。

斯
界
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の
様

に
行
わ
れ
て
来
た
神
賑
行
事
が
中
止
さ
れ
、
祭
典

へ
の
参
列
者
も
制
限
、
直
会
も
自
粛
と
、
現
世
代

が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

日
常
生
活
に
お
い
て
も
生
活
様
式
の
変
化
は

顕
著
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
神
社
に
お
け
る
祭

典
も
従
前
の
様
な
運
営
は
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

自
粛
期
間
が

長
引
け
ば
長
引

く
程
、
形
式
的

な
祭
典
を
斎
行

し
て
い
る
だ
け

で
は
、
参
列
も

役
員
等
の
義
務

的
な
勤
め
と
な

り
、
祭
そ
の
も

の
が
衰
退
し
て

し
ま
う
危
険
性

六
所
神
社
宮
司

吉
岡
弘
行

松
江
支
部
だ
よ
り

コ
ロ
ナ
禍
に
念お

も

う荒 神
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あ
る
疱
瘡
神
に
つ
い
て
の
事
訳
、
ま
た
正
月
飾
り

や
各
種
祭
事
で
の
神
饌
や
郷
土
料
理
・
注
連
縄
・

芸
能
等
の
伝
統
的
な
知
恵
と
工
夫
に
つ
い
て
親
し

く
解
説
す
る
講
座
を
神
社
を
会
場
に
し
て
開
催
す

る
と
い
う
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

思
い
つ
く
儘
に
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
此
度

の
コ
ロ
ナ
禍

は
、
明
治
維

新
そ
し
て
戦

後
の
試
練
以

来
の
難
儀
で

あ
り
、
ま
さ

に
危き

き
ゅ
う
そ
ん
ぼ
う

急
存
亡

の
秋と

き

で
あ
る

と
念お

も

う
。

社日碑　大草下組中 社日碑　有組中

を
孕
む
こ
と
か
ら
、「
祭
は
本
当
に
必
要
な
の
か
」

と
言
い
出
す
人
も
出
て
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、「
神
社
は
要
る
の
か
」
と
の
疑
念
へ
と

発
展
し
か
ね
な
い
。

当
地
で
も
、
自
治
会
が
運
営
主
体
と
な
っ
て
い

る
祭
事
は
、
昨
年
度
は
悉
く
中
止
と
な
っ
た
。
自

治
会
の
当
年
の
役
員
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

事
前
の
相
談
も
な
く
、「
今
年
の
〇
〇
祭
は
止
め

ま
す
け
ん
」
の
自
治
会
長
の
一
言
で
、
や
む
な
く

宮
司
だ
け
で
祭
を
斎
行
し
た
。
氏
子
に
と
っ
て
祭

と
は
「
賑
わ
い
」
の
要
素
が
強
い
事
を
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
た
。

此
度
の
コ
ロ
ナ
禍
に
如
何
に
対
処
し
、
乗
り
越

え
る
べ
き
か
、
ま
さ
に
神
社
・
神
職
の
真
価
が
問

わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

地
域
に
と
っ
て
、
氏
子
に
と
っ
て
、
祭
と
は
何

か
。何
の
為
に
、誰
の
た
め
に
祭
を
斎
行
す
る
の
か
。

本
来
、
神
社
に
は
地
域
共
同
体
の
要
と
し
て

の
役
割
が
あ
り
、
地
域
に
社
が
設
け
ら
れ
た
要
因

で
あ
る
。
氏
子
地
域
に
継
承
さ
れ
て
来
た
祭
の
本

来
の
意
味
と
姿
を
今
一
度
氏
子
へ
周
知
す
る
と
共

に
、
地
域
の
歴
史
を
氏
子
と
共
に
再
認
識
・
確
認

し
、
地
域
へ
の
愛
着
を
醸
成
す
る
こ
と
が
、
地
道

で
は
あ
る
が
王
道
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
地
域
の
地
主
・
荒
神
・
水
神
・
日
待
・

月
待
・
社
日
・
佐
吉
兆
、
そ
し
て
当
に
疫
病
神
で

私
事
に
加
え
て
季
節
外
れ
で
恐
縮
だ
が
、
年
明
け
の

大
雪
で
窯
小
屋
の
屋
根
が
潰
れ
た
。
窯
に
は
亀
裂
が
入

り
、
煙
突
は
倒
壊
し
砕
け
散
っ
た
。
単
管
の
数
本
は

九
〇
度
に
折
れ
曲
が
り
、
周
囲
の
雑
木
も
数
本
が
な
ぎ

倒
さ
れ
る
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
、
落
胆
も
大
き

か
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
自
然
の
力
の
大
き
さ
に
驚
嘆

し
た
。
計
算
し
て
み
る
と
、
六
メ
ー
ト
ル
四
方
の
屋
根

に
十
ト
ン
以
上
の
雪
が
載
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
な
ら
潰
れ
る
の
も
仕
方
が
な
い
と
諦
め
も
つ
き
、
雪

ど
け
を
待
ち
、
再
建
に
着
手
し
た
。

思
う
に
、
日
本
人
に
は
古
来
よ
り
、
壊
れ
た
ら
作
り

直
せ
ば
よ
い
と
い
う
発
想
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
人
知

人
力
は
大
自
然
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
諦
念
が
あ
っ
た
。

大
自
然
の
猛
威
へ
の
諦
め
は
、
そ
の
後
に
訪
れ
る
晴
れ

の
日
や
自
然
の
恵
み
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
、
そ
の
根

底
に
は
、
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
が
あ
る
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。
変
異
株
に
よ
る
感
染
拡

大
で
第
四
波
が
訪
れ
、
三
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
た
。
新
型
ウ
イ
ル
ス
も
自
然
の
力
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
諦
め
る
し
か
な
く
、
落
ち
込
ん
だ
経
済
や
不

便
な
生
活
は
や
り
直
せ
ば
よ
い
が
、
人
の
命
ば
か
り
は

そ
う
は
い
か
な
い
。
外
出
自
粛
、
感
染
防
止
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
等
や
る
べ
き
事
を
や
り
、
や
が
て
訪
れ
る
晴
れ

間
を
待
つ
し
か
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陶
）


